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全国の諸先生方にはますますむ健勝たて毎自‐め教育活動にご精励のこと心より

お喜び申し上げます。     |
めまぐるしく変転する社会の中で自 実々践している授業の改造が各地で試みら

れています。この要請を受けて:わたしたちはパズ学習研究集会を全国各地で開催

しその成果が高く評価.さ れていますぎ子どもたちの幸せを志向した第10:国全国バ

イ学習研究集会を小・1中学‐校合向で下記のとおり開催しますの■ 先生方多数の

ご参加をいただきたく,IC案内申し上げますι

馨昆等4轟轟轟撃倉曇 梶 爾 稲 司

記 じ

1。 主

2.期

3.会

4. 日

8:3Ю  9:00

題  ひとりひとりを生かす教育
日  1昭和 |.0年 11月 28日 (金 )
場 1 愛知県春日井市立東部中学校

愛知県労働者研修セーンター

程  第 1日  28日 1~

':筆
鶉 1::3511i'ti:ち :1,:“ iち扇113:亀 1:00

291理  (土 )

(第 1轟  28圏 )

(第 2躍  29日 )

梶  日

伊  藤

中  野

右  高

層ヽ  山

18:00

8:30 9:Ota

第 露目

10:39
10こ 鍵    li:帥

29爾

li :ξ ttЭ

12:00 （）

5. 開 会 行事   9置 CO～

(1)挨    拶

② 祝    辞
(3)歓 迎 の 辞

(4)授業の視点説明

(⇒ 日 程 説 明

9:40

春 園井 市立 東部 攀学校長

春轟井市教育姿員会教育長

春目井市立東部中学校育成会長

春圏井市立東部中学校教務主任

春 甕井市立東部中学校教頭
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6.公 開 授 業

Z 短 学 1活

8。 特 設 授 業

領 昼   ‐食

10。
‐授 業 研 究

11.分 科

12。 全 体 討

一
△
〓

議

9:50´■ 10:35                         ‐

110:35′‐ 11100  1             1      1      ‐

‐11:20-123.05‐                        '

12105'v■
.2:50  ‐

12150′γ 13:40   
‐                      ‐   :

特設授業を申心 としての授業研究 と協議     ‐  ‐

14:00～ ■6:30.CrJ‐ 中学校合同)篠 連表は3:4頁にあります)
.9100‐

～
10120 (第 2日  29日 )

分科会での問題'点の提起と討議           |
司会者 1 春日井市立高座小学校長  荻 原 克 己
‐ 助言者  名古屋大学教授    塩 自 芳 久

‐ 名古屋大学助教授    梶 田 ‐正 己
10:30メ■11:30

1講‐師 ‐ 名古 屋 大 学 教 授   塩 田 芳 久 先 生

演 題  教育の個別化とバズ学習     ‐|

11130´‐‐11:50

司会者 1 豊川市立中部中学校長   自  井   仁

11:50´Y12:00

1謝 ‐辞  春日井市立東部中学校長  梶 田 1稲‐1司

旨

13.講   演

14。 質 疑

会 行 事15。 閉
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テ:ニ マ 男1:分 科 ‐会  何・ヽ中
‐
学校含同)

＼ 分 科 会 テ ー マ 一７ 要機のマ

1 教育機器 の 活 層
認知的圏様と態度灼闘機の同時達成をはかるバズ学習において,

主 として議知棗標達成の効率イれを目的として開発 された教育機

器が, どのように調和 じ活用 されるのか。

2 復 ‐習  バ  |ズ
いわゆる補習教育を乗 りこえるために生れた復習バズが現在ど
のように進められているのか。
短学活の概念を拡大し,そ の内容を具体イ脇し「 その日の学習事
項は,そ の日のうちに確実に」するための方法と進め方。

3 学級 集団 づ くり
ひとりひとりを生かすことと,学級集団を成長させる との統

合をどう具体化するのか。

4 態度 目標の具体fヒ
認1知目標と同:時に警:度目標の達成をめざすべき授業において,
:それを意郵的‐1具体的に準しすすめるための1計画と実践のあり

な
=。

と|く に学習1零
1薫
1対人1的態草`社会的態度などお|うしlても

5
学習1課題と評価 1

(小学校・)・

学習自1標の具体化とし:ての課題が児童生徒に間‐題状況をつくら

モ、る:それ|に取り組むことにより学習が成立するわけだれ 目

標の達成度を即時的に1評価したえず自己調整をはからな:すれば

ならない:|‐づまり授業において学習課題への取り組みと,その

目標達成状況の評価とは表裏■体のものである
=.そ
れを具体的

:子 どう設定し, どのよう.に推し進めるか。 ・ ■ 井く
| .:‐    |  ■  |   |      ∪

6
学習課題と評価 2

(中学校 )

7 生徒指導 .生活指導
生徒指‐導
=従
来教科指導に対螂する概念として使用されてきた

か,こ こで1ま学校生活全体に■いて, 自己理解・自己指導。自
己実現をめざす統合的な指導として位鷲ブけたい。そのための
計画と実践のしかた6

8 バズ学習の基本構想
なぜバズ学習にと

学習体制をど
―のよ

実践的展開。

りくむか,バ ズ学習で何をね:ら,う のか,バズ

うに作‐りあげるか二そ
―
れらに関|する理論的・

■3‐



助  言  者 司  会  者 校案提

兵庫  城南小 長
永 井 辰 夫
春目井市教委主事

児 島 逸 夫

徳島  福島小 頭
柳 沢 義 彦
春日井 知多中 教
田 中 倭 人

長崎県  長 時 市立
LiJ梨県  富 沢 町 立
兵庫県  姫 路 市 立
愛知県  春日井市立

校

校

校

校

学

学

学

学

小

中

小

中

屋

沢

南

部

・議

嘴

城

メ

高知  奈判利小 頭
横 山 文 介
愛知  県教委主事
西 尾 為 一

新潟  関屋中 頭 ‐

船 越 和 吉
春日井 篠本小 頭
井 上 正 己

高知県  室 戸 市 立
静岡県  静 岡 市 立
愛知県  春自井市立
高知県  安 芸 市 立

Ｌ
聟
大

知

奈

広島  安浦中 長
ψ 山 根   正
春日井 知多中 長
伊 藤   浩

長崎  銭座小 頭
荒 本 真寿男
豊川  千両小 諭
丸 山 正 克

愛知県

兵庫県

兵庫県

広島県 ‐

校

校

学

学

中

小

部

室

・中

安ｙ

立

立

市

市

川

路

豊

姫

姫 路 市 立   豊 富 中 学 校
‐

安 浦 町立   安 浦 中 学 校

豊川  中部中 長
自 井   仁
香チ|1 筆岡小 長
高 橋 茂 雄

豊爾 :1小清
'7●
J敢

・ 竹 .本 篤1松
春日井 高座小 頭

西 村 精 繭

校

校

校

校

学

学

学

学

詢
紳

曾

福

浅

小

新潟県 :新 潟 市 立
徳島県  徳 島 市 立
愛知県  一 宮 市 立
愛知県  豊 田 市 立

兵庫  小宅小 長
金 治 晴 治
春日井 勝川小 長

小 川 茂 成

兵庫 飾磨中部中頭
宿 南 勝之助

兵庫姫路市教委主事

吉 田 武 男

兵庫県  竜野市立  可ヽ 宅 小 学 校
青森県  ゴ飛帽講直  五所ケ原小学校
兵庫県 姫路市立 レ津 目 小 学 校
愛知県  春目井市立   高 座 だヽ 学 校

兵庫  日新中 長
前 田 義 夫

緋 日井 高座小 長
己克原荻

東京 小平第四中頭
望 月 和三郎
春日井 松原中 諭
赤 羽 寿 行

兵庫県  姫 路 市 立   飾磨 中部中学校
兵庫県  尼ケ崎市立   日 新 中 学 校
広島県  豊 浜 町立  ダ豊 浜 中 学 校
愛知県  春日井市立  F東 部 中 学 校

徳島  元福島小 長
四 宮 恒 夫
春日井市教委主事

大 野 呈 良6

徳島  沢田小 頭
古 川   厳
高知  奈判利中頭
岩 村 俊 一

大阪府  寝屋川市立   寝屋川第四中学校
兵庫県  姫 路 市 立  高 丘 中 学 校
山梨県  南 部 町 立   南 部 中 学 校
愛知県  春日井市立   藤 山台 中学 校

長
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香りII県  善通寺市立
広島県  豊 田町立
高知県  安 芸市立
愛知県  ‐春日井市立
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V

2.参 加および宿泊申込み

・ 宿   泊  1油 につき39500円 (2食付)

・ 宿 泊 所 愛知県労働者研修センター

・ 所 在 地 愛知県瀬戸市∫|1平町 1268の 2 翻L<0561>48-26壼

・ 申 込 方 法 下記嚇込書に必要事項記入の上参加費 1人につき1,500岡 ,宿泊

料 3,500円 のうち予約金 1,000円 をか送 りくださⅢ。

・ 申込締切日 10馬 31圏  (参加及び宿泊)

・ 申 込 先 愛知県春国井市篠本町 6-1630

東 部 中学 校  〒486電囲 L<0568>81-2664

キ  リ  ト  リ  セ  ン

第10回全国バズ学習研究集会参加(宿濃)申込書

二 6…

府県塩 勤務 校 学校所在地 職名 氏   名 分科会
番 号
宿進 自
備考27 28

舟生
長方形

舟生
長方形
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初 代

第 2代

2

4

歴 代 校 長

安 藤 直太朗
伊 藤   健
加 藤 銀 男

丼 上   義
水 野 吉二郎
森 川 兼 美

伊 藤 信 夫

梶 ‐田 不階 司

革 の 概 要

５

６

７

８

船２

昭和23年 4月 1日

昭和24年 5月 18日

昭和24年 7月 13日

昭和25年11月 20日

昭和28年12月 23日

昭和31年 4月 19日

昭和32年 10月 20日

昭和34年 9月 26日

昭和35年 4月 30日

1を和36年
｀
4月 10由

昭和36年 8月 27日

昭和38年 11月 16日

昭和39年 4月 1日

目召和39年 7月 2日

昭和42年 4月 1日

昭和42年 4月 4日

昭和43年 7月 24日

昭春目43年 112月 3目‐

日召和44年 91月 20日

昭和4年 4月 14自

昭和45年 91月 19日

昭和45年10月 23日

昭和45年12月 5｀ 日
|■ :::4:■

昭和46年 3月 3o日

昭和46年 9月 30日

昭和47年 1月 16日

昭和47年 2月 29日

1召和47年 4月 6日

昭和47年 7月

旨

昭和23年 4月 1自 二

昭和25年 6月 1日 ～

昭和31年 4月 1日 ～

昭和34年 4月 1日 ～

昭和34年 8月 1日 ～

昭和38年 4月 1日 ～

昭和40年 4月 1日 γ

昭和45年 4月 1日 ～

昭和25年 5月 31日

昭和31年 3月 31日

昭和34年 3月 31日

昭和34年 7月 31日

昭和38年 3月 31日

昭和40年 3月 31日

昭和45年 3月 31日

篠木小学校の一部を借用して開校

県教委より職業教育研究の指定を受ける

現地点に新校舎完工  (第 1次 木造 1棟12教室 )
県教委より学校施設優良校として表彰を受ける

体育館完工

県教委より中学校進路指導研究の指定を受ける

開校10周年記年式典開催ならびに同窓会設立

伊勢湾台風により甚大な被害を受ける

県教委より理科教育研究の指定を受ける

県教委より技術・家庭科教育研究の指定を受ける

鉄筋新校舎完工  (1棟 3階 普通教室 9・ 特別教室 2)
愛日地方中学校体育大会サッカー2年連続優勝

県教委より交通安全指導研究の指定を受ける

プール完工

春日井市教委より学習形態研究 (2年継続)の指定を受ける

特殊学級開設

愛日地方中学校体育大会男子ハンドボール (6年連続)サ ッ
カー (2年連続)優勝

学習形態研究発表「小集団による学習指導の研究」について

愛知県学生科学賞作品展において「春日井の地質」最優秀賞

「春日井中央部における蚊の研究」優秀賞受賞

全国創意工夫育成功労学校賞作品展において科学技術庁長官

賞受賞

愛知県学生科学賞作品展において「春日井の食中植物」「東

谷山の地形」 ともに最優秀賞受賞

春日井市歯の衛生推進コンタールにおいて最優秀賞受賞

第 2回全国バズ学習研究集会中学校の部、本校にて開催 研
究発表「授業構造におけるバズの組織化」について

鉄筋新館校舎第 1期分完工 (1棟 3階普通教室 6)|
愛知県学生科学賞作品展において「庄内川礫の研究」最優秀

賞「ゴキブリの研究」優秀賞受賞

日本学生科学賞作品展において入賞

鉄筋本館校舎完工 (1棟 3階普通教室 4特別教室 8そ の他9)

文部省より音楽科教科書研究協力校の指定を受ける

第 1回春日井市中学校体育大会において男子ハンドボール、

サッカー、男女バスケットボール、男子水泳、男女陸上優勝



昭和48年 3月 22日 鉄筋新校舎第2期分完工 (1棟 3階普通教室 9)
昭和48年11月 10日 開校25周年式典開催、記念庭園完成
:昭和49年 7月   第3回春日井市中学校体育大会において水泳男子3年連続優勝
昭和5o年 4月 1日 本校より松原中学校分離独立 (14学級600名 )    |
昭和50年 7月   第4回春自井市中学校体育大会において水泳女子3年連続優勝
昭和50年10月 1日  中日教育賞受賞 (人間関係を基盤とする授業の確立 )

3 位置と校地校舎
東経 137° 0′ 7″  北緯 35° 15′ 12″
絞地 23,758ぽ   建物敷地 7,822ぽ   運動場 15,383ぽ   その他 553ぽ
1普通教室 30  特別教室 12  その他 5        ‐

4教 育 目 標

(1)本校の教育目標     ヽ

心身ともにすこやかで、物事を正 しく判断 し、

人を育成する。

(2)経営方針

(建学の精神)   (校 訓〉

国家社会の発展につくす日本

〈目 標〉

(3)本年度の重点的努力点
●バズ学習による学習体制を基盤に授業の充実をはかる

●現職教育を強化し、指導体制、学習体制を確立する

●生徒の健康保持増進をはかり、安全指導を徹底 して事故防止につとめる

●家庭との協力体制を強化 し、生徒の主体的な生活態度の育成につとめる _

●校舎改‐築により、生徒とともに教育的環境の整備につとめる

5:職員組織と学級編成 (10月 1日 現在)
校  長

ψ
教  頭
教務主任

校務主任

学年主億 1)

学年主佃 2)

学年主億 3)

養護教諭

事務職員

事務職員

事務職員

用 務 員

梶田稲司

小山克己

右高徳夫

松本重雄

阿部吉一

丹羽―男

加藤孝史

水野歌子

宮沢菊代

野崎雅子

亀井美佐枝

土田あや子

学年所属 奥村富 。中条 。宮崎

健康・安全

根 性

規 律

能率的学習・運動

競争・協力

鍛練貫徹

独立自営

最善を尽せ

小 水
野
林 都

学 年 計

組

担

任

岡

　

村

りll

口

加
藤
洋

林川

オf

一戸
　

田

影

　

山

今

　

泉

堀
　
場

加
藤
憲

佐 長
谷
善 川/

生
徒
数

男 186

女

計

学 年所属  田中・ 神 戸

一二
尾
　
関
一２‐
一１９
一４０

一７
一
涯
辺
俊

一２‐
一”
一４‐

学

組

担

任

渡
辺
浩

松
本
美

平

　

井

奥
田
祥

長
谷
川

田

　

川 里予

小
　
森

細

　

江

古

村 /
生
徒
数

216

女

408

特 殊

組

担

任

大

月′芳

奥
田
政

沢

　

村

石

　

原

士
口
　
田

加

　

納

奥
村
浩
/ 塚 久
本 田

生
徒
数
女

計



6教 育 計 画

(1)授業時間配当表

● ( )内 は週時 間 を示 す。
保体 は前期 20週 を通 4時間 、後 期 15週 を週 3時間 と し、学級 の時間 は週 1時間 と年間 に15
時 間 を配 当 す る。

備  考

必

修

教

科

国 175 (5) 175 175

社 140 140(4) 175 (5)
数 学 140 140 (4 ) 175 (5)
理 科 140 140 140 (4)

楽 70 (2) 70(2) 35 (1 )
美 術 70 (2) 70(2) 35(1)
保 健 体 育 125(3釜 ) 125(3器 ) 125(3釜 )
技術 ・家庭 105 ) 105 105 (3)

選択 英 140 (4 ) 140 (4) 140 (4) 全  員
道 徳 35 (1) 35 ) 35 (1)
特活

別動

クラブ活動 35 (1) 35(1) 35 (1 )
学級の時間 50(1器 ) 50(1妻 ) 50(1巻 3)

計 1,225(35) 1:225(35) 1,225
●保体 の3器、特活 (学級 の の 1鵠の週時間割 の編 成 につ いて

(2)週計1画および日課表

一〇
・三
五
・

一〇
・二
五

九
・四
〇

九
・三
〇

八
一
‥四五

八
・二
五

八
。二
〇

八
・
一〇

四
二
一〇

三
・二
五

三
。
一
〇

二
・二
五

二
。
一五

一
。三
〇

一
。
一
〇

一二
・五
五

一二
・
一五

月
佳未
〈
バ 嵩の頭

| | | | |

第
一時

職
員
会

火 陸 第 |:::::| 瓢 第 幕 放 夏1
ク

ラ
ブ

活
　

動 短

水 圭
同 輝 一

一

一

〓
一

一

四 訓
第

一
学

委

員
会

活
　

動

本
・
職
員
一

時
‘ LTJ :J

時 ξ「 課 ¶
時

'舌

教 現

育 職

金
掃
打
合
せ
一

道
徳

| | |

土

|
| | |

短

学

活

,ク ラブ活動 (前期)実施時間 3:25～ 4:20
●水曜日第 7時は、1隔週に「委員会」 を行ない、委員会のない日は学級会を優先

(3)特別活動の運営組織

代

　

委
　
実
会
　
ブ̈

一

学級会活動

学 級 指 導



生徒会活動

(5)ク ラブ活動

1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計

生 徒 会 役 員 放 送 委 員

生 徒 会 議 員 20 べ ‐ マーク委 員

生  活  委  員 30 30 営 繕 委 員

広 報 委 員 園 芸 委 員

交 通 委 員 選 挙 管 理 委 員 58

給 食 委 員

保 健 委 員

清 掃 委 員

ク ラ  ブ 名 人 員 ク ラ ブ 名 人 員 ク ラ ブ 名 人 員

バ スケ ッ トボール
男 140 テ   ニ  ス 男 151 卓 球

男 133
夏 55 夏 56 ザで1 30

ヾレ ー ボ ー ル 夏
49
陸 上 王 亜 野 球

董139 女 125 ソ フ ト ボ ー ル

ン ドボ ー ル 夏
38
水      泳 夏 ‐ サ  ッ  カ  ー

女 126 女 130 体 操
―
ク ラ ブ 名 人 員 ク ラ ブ 名 人 員 ク ラ ブ 名 人 員

道 42 道 郷 土 研 究

柔 道 茶 華 道
一

計 算

技 調 理

吹 奏 楽 英
一

30 演 濠J

科 学 リコーダーアンサンブル

美 術 図 館 ク ブ

(6)学校行事の年間計画

4月
入学式・分離式・始業式・交通安全 0身体測定・健康診断・大掃除・通学団会 ぎクラ
ブ紹介 ,生徒会役員選挙 0育成会総会'

5月 修学旅行・校外学習・避難訓練 :予防注射・中間テスト・家庭訪間

体力測定・教育学習

7月 交通安
全・期末テスト・個人懇談会・短縮授業。大掃除・林間学校・終業式。市中学

校体育大会

8月 水泳大会

6月

9月

10月

11月

12:月

始業式 `作品展・短縮授業 0交通安全・体育大会

交通安全・生徒会役員選挙 。校外学習・学級懇談会 。中間テストeク ラブ発表会・愛
日教研・知能検査

交通安全・運動能カテスト・読書週間行事・育成会教養講座・学校訪問・第10回 全亘
バズ学習研究集会

避難訓練・球技大会・期末テスト・個人懇談会 。就職相談・大掃除
終業式

1月 始業式・交通安全・大掃除・実カテスト・進学相談

2月 期末テスト (3年 )学級懇談会

3月 期末テスト (102年 )交通安全。若鳩発行。予銭会 0キ業式・修了式

7現 育・教一職

研 究 主 題

学 習形 態 の研 究

○「小 集 団 によ る学 習 (バズ学習 |」
の理 論 の研 究 と、教 師集 団の共通理

解

発 表 論 文

一小集団学習の活用―

市教委委嘱研究

(11月 発表、於本校 )

小集団 (バズ)に よる学習指導の研究
○短学活を焦点として、バズの方法や
技術の定着
○「学力と人間関係」「個人の学習過程
と集団相互作用の過程」などの基本
的理論の確認

―小集団による学習の研究一

市教委研究指定

(11月 発表、於本校 )

(1)バズ学習の実践的研究の歩み

L._

年 度



44

45

小集 団 (バズ )に よ る学 習指 導 の研 究
○教科指 導へ の積極 的 な と りい れ
,授業研究 を通 して一 授 業 の流 れ に
課題 、個 人思 考 と集 団思 考 の連 結
授 業 と家庭 学 習 とのつ なが りな ど

/J)集 団 (バズ )に よ る学 習指 導 の研 究
〇指導 資料 の作成

・ 活動 の ルール、班 日記 の生 か し方
○授 業の基 本構 造 をふ ま えた教 材 の研
究 と相互作 用 の研 究

・ 教 材 の構 造化

・ 教 材構 造 と授 業構 造 の交点

・ 指導案形 式 の検討

授 業構 造 の確 立

○「小集 団 によ る学 習― 指 導のてびき」
の実践 と検 討

・ 学 習集 団 と しての学級 に一 話 し合
いの組織化

○学 習内容 と学 習方法 の統 合一 学 習過
程 の吟味

一小集団による学習一
市教委研究指定
(12月 発表、於本校 )

二体制づくりの中で一
第 1回バズ学習研究集会
(8月発表、。於徳島市)
指導資料「小集団による学習指導のてびき」
同上別母「各教科学習指導案例集」の作成

■授業構造におけるバズの組織化―
第2回バズ学習研究集会
(12月発表、於本校 )

授業構造におけるバズの組織化
○認知と態度の同時達成のために
。学習指導案の検討と実践、検証
・ 学習活動にとりくむ望ましい態度
○組織化された授業の創造
・ 生き生きとした話 し合いの場の設
定      |
・教材の精選一課題の創造

二態度的目標を授業の中でどのように追求
してきたか一
第 3回 バズ学習研究集会
(11月 発表、於姫路市 )
指導資料「バズ学習のてびき」
(生徒用)の作成

47 自己実現をめざしてのバズ学習の発展
○「バズ学習のてびき」指導実践 と記
録、評価
0集団性をもった組織としての学級
への成長
0授業へのぞむ態度の確立
・ 生活の中へのバズ活動の応用
○教師の授業実践記録の蓄積

―バズ学習のてびきの作成と実践―
第4回バズ学習研究集会
(8月 発表、於広島県 )
Tバズ学習の問題点とその克服について一
第 5回 バズ学習研究集会
(11月 発表、於長崎市)    .

バズ学習の基礎がためと、授業過程の
実践的研究
○バズ学習体制づくりのプログラムの
創造■「バズ学習のてびき」を活用
して
○ィドズ学習の指導過程の分析表 (塩田
教授提案)の実践的検討

一学習課題の調べ方、考え方の指導二

「授業研究」No.115(明 治図書)に掲載
―バズ学習指導の構えなおし―
第 6回バズ学習研究集会
(10月 発表、於滋賀県)   … |

49 すべての子どもを参加させ理解させる
創造的授業研究
○一時間の授業の流れと課題
○授業実践の中で、学習意欲を高める
たための課題の追求
〇授業における即時評価の試み

―すべての子どもを参加させ理解させる創
造的授業過程の研究一
第7回、8回バズ学習研究集会 (10月 、11
月発表、於新潟県、兵庫県)  |

ひとりひとりをのばす指導の実践
○課題と評価の意味
○自己調整機能である自己評価
○即時評価の試み

―ひとりひとりを生かす教育実践・課題ヘ
のとりくみと評価について一     |

(2)研究体制の組織

校長―教頭―現職教育委員会

学習推進小委員会
生徒指導小委員会

全 体 会…交流、報告による全体協議

教科部会

学年部会

個人研究…実践記録

新任研修

特殊教育

校内現職教育



第 16画 全 国 バ ズ 学 習 研 究 集 会

ひ といひ とりを生かす学習指導 をめざして

姫路市立安室だヽ学校 黒 岩 博 文

1。 1ま し め :こ

本校は、数年来、児童ひとりひとりを学習の場

で大切にしながら、思考力を高め、創造性を培 う

こと、すなわち、学習への参加度を高め、主体的

な態度を育成し、学習の効率化をはかるための方

途をさぐってきた。

そのためには、

(1)思考をうながす課題を設定すること

○ 児童に、興味、関心、目的意識を持たせ
るような課題の設定が、主体的に学習させ

る原動力である。

121 主体的に学びとらせる学習過程を組むこと。

○ 学習過程を発見的に組み、児童の主体的
な活動を通 して、概念をつかませる。

(3)ひ とりひとりを大切にする学習乗団をめざ

すこと。

① 学習過程の中に、小集団 (4～ 6名 )学
習の目的を明確にして位置づけるとともに、

過程全体をとおして児童相互のコミュニケ

ーションを大切にしなければならない。

② また、機械的に編成された学級集団を、

人間尊重の基盤にたった学習集団に育てて

いくこと、すなわち、助け合い、 l・■げまし

合い、補い合い、みがき合鸞
―
支

持的風土のある学習菜団 ―――翁育成して

いかねばならぬ。  e tceい 。・會

と考え、学習過程と学習形態の原型を数の

ように定めて実践してきた。

経)学習過程と学習形態の原型

陸輩量2速≡肇|―一 学 習目標にせまる典型的
事例を提示する。

一― 疑問 0意外性 。おどろき

より学習問題をつくる。

さらに、分析課題も設定

する。

―

○

個人の考えを出し合って

いろいろの視点より予想

する。話し合うことによ

って、気づき修正してい

く、柔軟な忠考のトレー

ニングをする。

-1-

課 題 の 設 定

予想をたてる



―        あつ職
考えを幽し合って、統合

し、学 習圏標を見通す仮

説にまで高める。

ヨー    れか
める万法を吟味し、情報

。資料を選択吟味してパ

ズによってたしかめる。

統← 関連 。比較等の悪

考がねられて概念の形成

がなされる。

味を全体バズによりすす

めていく。

― 発展的拡散的思考の場で

ある。

しかし、児童ひとりひとりを毎日の学署の場で

本当に生かしながら、悪考力を高め、倉J造性を培

ってい くためには、課題、学習過程、学習形態、

支持的風土のある学級集団の育成といったことだ

けでよいのか、児童ひとりひとりの学習に対する

レディネスをもっとほりさげて求明することが必

要ではないかとの反省の上にたって、研究立題を

設定し、国語、社会、算数、最科、音楽の 5教科

部で研究にとり組んでいる。

2.本年度の具体的なとつくみ
〃
学習の主体が児童であることを再確認し、ひ

とりひとりの児童を主体的に学習させるノ

(1)殖重ひとりひとりの実態把握

② 学習目標達成のための必要最少限のレデ

ィネスの保障につとめる。

O ひとりひとりの児童が、少 くとも学習

目標達成のための必要最少限のレディネ

スを育し、学 習課題について、何らかの

思考活動を行ない、それが、現実の学習

-2-

活動の中で生がされることが大切である。

者のことが学讐権の保障であり、主体的

な学雪参加であると考える。し′たがって、

学響偽容 も電菫のレディネス保障を根底

において計画されたものでなければなら

ない。

④ 環境及び意識の把握につとめるも
○ ひとりひとりの児童を学習の中で生か

すためには、児童の家庭環境及び、意識

(願い )等の状態を充分把握し、学習を

組みたてなければならない。

2)昨年度までの教育実践を、上記の(1)に積み

あげ ることにより、毎日の学習の場でひとり

ひとりを生かすことが可能になり、のぞまし

い学習集団へと成長してい くものであると考

える。

3.算 数科 のとり くみ

(1)算 数料 の学力

ア。 日常の事象を

数理的にとらえ

る。

イ。すじituを たて

で考えること。

ウ。統合的、発展

的に考察 したり

処理 したりする

こと。

ア.事象の考察 o処

理にあたって、積

極的に数字を活用

し、その制約や条

件 も考えて、対処

する態度

イ.すじ道のとおっ

た推論と半J断にも

とづいて説明し行

動しようとする態

度

ウ.数量や数量関係

〆

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

‐
―

―

―

―

―

―
―
―

―

―

Ｉ

Ｌ

駿 学的な考え方J

として期待される

態度

仮設を設定する

1舞導曇領の目標|く=)

転移 を考 える

総 抵 覇標
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一

数の概念・ 計算の原理・ 法員U・ 図形概念・

測定の原理などいいかえれば、もとになって

いる考え方を理解す ることによって、それを

発展 し、子どもたち自らで算数・数学をつ く

りあげていく力を身につけさせることである。

すなわち、すじ道をたてて考える能力の育成で

あり、もっと広い立場での数学的な考えの育成

である。

(2

しい学習集団を形成するために

算数科は、特に系統性の強い教科であるので、

その単元、時間の学習目標に到達するための最

少限必要な既習の知識、理解、技能をひとりひ

とりの児童がレディネスとして身につけていな

ければならない。

例えば、

啓林  5年下 P46 17.分 数の計算

(異 分母分数の加減 )

異分母分数の加減は、単位の異なる数の加減で

あることが児童たちにとって新しひ課題である。

それも、問題とする数が分数であるというだけで

あり、既習事項が理解されておれば、その方法を

見い出すのは、あんがい容易なのではなかろうか

と考える。

しかし、実際に指導してみると、大きな抵抗を

感ずるのが常である。その要因は、無数にあるだ

ろうが最も大きなものとして考えられるのは、児

童の実態把握に誤りがあったことではなかろうか。

例えば、上の基本型を指導するに際して、具体

的な連続量を素材として、導入をはかるとするな

らば、その素材自身はまった く新しいものではな

く、既 習の十分理解されたものであるはずであり、

①
既習の理解された素材を組み合わせることによ

り児童にとっては新しい解決しなければならない

学習課題となり得るようにしむけると、同時に、

その課題を解決するための
②
基本的な考え方や、

③鐘並も、児童
の身についていることが必要であ

る。

レディネステスト 〔lD
つぎの□の中に、ちょうどよい数を入れなさし、

① l解のリボンを4等分した 1つぶんの長さ

は □ 解です。

②  :″ は、l″ を□
つあわせた長さです。

③ :場
の 5倍は□″です。

④
 :フ
は ロイの2倍です。

E2D

① つぎの計算をしなさい。    ´
ア。2イ ー3″   ィ.1解 -80翻

…3-
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② つぎの数は、
るでしょうか。

なさい。 また、

つけなさい。

ア鶴 (3λ夕,4

ウ鬱 (

このままで大きさがくらべられ

くらべられないもの:こ Xをつけ

くらべられはみのまごは不等号を

彗グ》 イ鰺 亀

骰 ここで用かられ5基本鈎な考え方

訂岡―単位でないと加減はできない。壼 擬

言す碁ならば、同じ単位で表わされていない

量を加減して亀、婚の結果の量は表す鐘とが

できない。

この考え方は、鐘れ以前の 整数や小数の

指導に於ても、また、本学年 1こ於ては多少観

点は異るが、異分母分数の大層ヽ比較等でも培

かわれた大切な考え方である。

総 課題解決のための技鑢

① 同一単位になおす技能も通分》
ここでιま、分数の性質、郎ち F分数の分

母・ 分子に、 むでなt/・同じ数をかけても、

同じ数でわってもその値は変らないJ の
理解をその綬底においた技能が必要である。

② 同分母分数の加減
「分数の第 1義」にもとづく分数の合成・

分解を理解し、同分母どうしのI「4減では、

「分母はそのままで、同分母どうしの加減

では、「分母〔まそのままで、分子だけを加

減する。」という形式的な理解にまで高めて

おきたい。

以上の 3点が身についていれば基本問題は児童

たちの手で解決していけるものであり、教師はそ

のための場 IE~設定をしてやればよしヽことになる。

したがって、異分母分数の加減導入に難しては、

現在の児童の実態がどうであるかを知 ることが大

切であり、どの段階のどの部分につまづ きがある

かを分析し、電童の欠陥をおぎなう手だてが必要

である。ただ単に、形式のみをおしつけては児童

は理解できないだろうし、以後も同じことのくり

かえしに終わるのではないかと危惧する。

轟

一
轟

７

一
轟

１

一
３

１

一
２

E3D

① つぎの分数を通分しなさけ。

孔弓,l)癬 魯,
颯 :,:)

② つぎの計算をしなさい。
ア.[十 :  イ. 争十子  ウ.

工・ξ二} オ・遥―轟:  力・ 1二き

３

一
５

１

一
８
十
３

一
８

韓 既習の理解されていなければならない素材
とは 一

第 3学年で、「端数部分の量の大きさのあ

らわし方」で既習。

ここでは、「量の大きさのあらわす方法」

の基本的な考え方である。何箸分かして単位

を決め、 Fそ の単位量のいくつ分かで量の大

きさを表わす」ということが生されていなけ

ればならない。

この基本的な考え方は、 1年生の「かさ」

「ながさJの単元で培われ、それ以後の量の

指導で大明に育て上げられてきたものである。

-4-
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纏 竃童のシディネス巻高めるてだで

☆ 低芋年]・・。・毎理の螂讐輻′こ慇ち鐙ばれな
いま歩列達度を整薦表カルテを理いてちり

とりひとつを点検し、復胃パズ巻旗猥銑:こ

位置づけ、数師らかかわりおいなが々、で

きるだけeの 理のぅちに理解させるように

努める。

☆ 幸ょ高学年]・。ε°鬱学覇始め、前学年亀前学
期の基礎技能 (乗綾九え、四鷺計算 )の調

査をしゝ継続釣 :このまづきの輸療を行なう

とと亀』こ、単元導入 豊遍聞種覆前に準備テ

ストとして、知識、理解、技能のレディネ

ス調査を行なしヽ課外の復習パズ等で教繰も

かかわり合ひながら理解させるよう努める。

☆ つまづきの治療に際しては、ひとりひと
りの生育暦、学習暦、家庭環境等を考慮し

て、ひとりひとりにあった指導をするよう

努める。

☆ おちこぼしをつくらないために、算数科
の場合は、原RIJと して授業時間の最後l・C小

テストを位置づけ、欄々のつまづきの点検

と治療に努める。

縫)教材研究の一視点

以上のことから、教師の教材研究も、学雪

目標に副達するためには、どんな知識、理解、

技能が最底必要なのかも分析し、事前に児童

の実態を調査し、つまづきの指導をしておか

ねばならない。

また、つ政づきの治療の過程で、ひとりひ

とりの児童を学習の中で生かすにはどう学習

を展開していけばょしヽかも明らかになるもの

である。

(D 実践例 (6年 生A児の事例 )

① A電の4月 当初の実態

ア構生活場面では、現悪い性格で級友にも

好かれ、スポーッでをま指導鋳立場春とる。

しかし、学 習場面では、母れらの良い闘

憾が生がされず、壼での轟し合ゎ iこ 亀十

分参加できず、学 響全般』鑢 数を示さな

かった。

イ。家庭でも、両親ともA児は勉強はで き

ないものと思して んで、学奮 ,こ対してあ

まり注意を注いでいなかった。

ウ。学期初めの基礎技能調査の結果は、整

数の加減の繰り上がり、 くり下がつが不
確実、小数も十進数としての位取りが不

充分であり、分数も、異分母の加減、ま

た、乗除も計算できない状態であった。

②  A児に対する手だて

⑤ まず、基礎技倉ヒの指導を教師とマン・
ツウ・マンで、 2位数± 2位数まで、フ

イードバックして指導し、整数の加減乗

除がある程度確実にできるようになった

時点で、 A児に好感を持ち、学力も優位

性のあるN電、K児、 H児と班を組ませ、

はげまし合いながら毎日の学習や復習バ

ズにとりくむようにしむけた。

〇 両親に対して!ま、異分母な数の加減が
確実にできるようになった時に 4月 から

のA児の学 黎/C対する成長のようすを事

実を提示することによって、やればで き

ることを認議してもらい、両親の協力、

(Aに対する温い|ま げまし )を依頼した。

以上のような手だてを行なった結果、両親も

A児の学署のようすに爽心を持ちだしノート、

宿題点 も点検するなど、 A児をはげます姿勢が

みられるようになった。

また、班を編成した 1～ 2週間は、もっぱら

受動的であったA児も、班のみんなが認めて く

れる、やれば自分なりにできるという自信から

-5-



A兄の方からt班の児童に買聞するようになつ

学 胃に対して意欲がではじめ、班の意亀を代表

して全体の討Iの揚に出すことも徐々:こ できる

ようになった。

また、基礎技能の議続鋳な指導を抜課後の復

奢バズで、教師 儀かかわつあいなから壼の電菫

たちの手でおこなってきた纏黒、 A児だけでな

く、クラスの全員が一応、整数、だヽ数、分数の

四則計算ができるようになった。

③ 学習指導例

〔単元 なかま調⇒  (啓林 6年 》

【奉 目標・・・・・・・略
爾  最底必要と考えられる知識、理解、技能

0 場面をとらえ、条件が整理できる。

ば)要素の鱚係を図で表記する。

朝)30,ee象ド

輔  ンディネス調査の結果と考の手だて

oあ るクラスで弟や妹のある人を調べたら、

弟のある人は露6人、ない人は 14人礁 妹のあ

る人は 23人、なし`人 は 量払 でした。それらの

うち弟も妹もある人は 12人 でした。

④ 条件の整理一→ 全員できた。
〇  クラス全体を弟や妹のあるないで分け、そ

れぞれの関係を図で表わしなさひ。

☆ A児を含め9名のものが誤答(無答はA

児を含む 5名 )

〔誤答例〕

⑤ 以下略

〔事前指朝

関係を図で表わす方法の指導 ―→オイラー図 (ベ ン図 )面 積図の理解

? (子
ど
、

ぅ「

才

。露業軍[111:li衡 、 s児の位置を手入 )

・F― O外はその他のもの (お とな、ライオン、家、 e tc)

…6-

弟も妹もある

両方ない

両方ない

弟
も
妹
も
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妹

の
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が
あ
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弟
の
あ
る
人

26人

弟
と
妹
のあ
る
人螺

弟
力S

な
い

14A

妹
があ
る
な

妹
が

な
い

11人



〇 以下略

〔壌 学習指導の実際
本時は、薬合を条件 によって分類し、各集合の要素の数を求めさせる

A児の含む全員が、提示されている条件が整理でき、それぞれの関係を

るので、場面設定のしやすぃ問題を提示し、要素の関係を図に表わさせ

るよう指導した。

辞 習の流罐
1)問題提示

ある村で、ももやぶどうを作っている家を調べたら、ももにつ

作ってない家 30けん、ぶどうについては、作っている家 60け

とぶどうの両方を作っている家は 40けんでした。村全体を、も

で分けて、その数を調べましょう。

2)条件の整理一一略

3)要素の関係を図に表わす。

嫁

の
あ
る

人

弟

の
あ
る

人

ものであるが、事前指導の結果、

図に表 わすことができると思われ

ることから各要素の数を求めさせ

いては、作っている家 70けん、

ん、作ってない家 40け ん、もも

もやぶどうを作っているかどうか

-7-
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クラスの人

弟のあ私

弟亀妹もある人

弟
も
妹
も
あ
る

人

弟
も
妹
も
な
い
人

徹?賣隠量樫
て
)

＼
＼
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1-――― 運動場で遊んで

l   r/ポ

~卜 ＼`
 ヽ  〆 
ドツヂ

t

(1■ 為ヽ等)(こ巻in鰺)

メ 聖夕で遊んでける人＼
他
の
遊
び
を
し
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い
る
人

ド
ツ
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ボ
ー
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し
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ポ
ー
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ボ
ー
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る
人
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A児の関係表記

事前指導の結果、 A IJEも図表示ができたが不確実であった。

班でいろいろな図を出し合う。

(A児の班で出された図 )

ももを作って
いる家

ぶどうを作ら
ている家

A児は、自分の図を説明し、班の話し合いの結果村全体を記入していないことに気づ くとともに、班

で出された図についても理解できたようだ。

5)な かま分けの観点を考える。一―一―略

6)要素の数を求めるにはどの図がよいか考える。

A児・・・・1最初は、自分の書いたオイラー図に固着していたが、班、全体バズを通して、要素の数

を問題にする時は、面積図の方が都合がよしヽことを理解した。

7)要素の数を計算する。
―

略

8)類似の問題を考える。

40各中A児を含め 37名の児童が図に表わし問題を解くことができたが、 3名 の児童は、国も不

確実であり、理解できないようであったので、その日の復習パズで理解させるようつとめ、次時へつ

ないだ。

(6)お わ り :こ

以上のように、本時の学習では、 A・lRは A児なりに、主体的に学習に参加し、班での話し合いも積極

的にできるようになってきた。

すなわち、「 ひとりひとりの算数の学力を日々の学習で高めていく」ためには、ひとりひとりの実態

を、家庭、学校生活、既習事項等にメスを入れ追求し、つまづきの原因をとり除 くよう配慮することに

よって、児童の学習に対するレディネスを高め、課題に対して解決のための何らかの手がかりや意欲有

している状態を造ってやることが大切であると考える。

また、学習過程は、発見的に組み、児童に興味、関心、目的意識を高めさせるような課題を設定し、

主体的な活動をとおして概念・原理・ 法員Jをつかませるようにしむけなければならない。

その上、「ひとりひとりを学習の中で生かそうJと考えるならば、全員が学習に参加できるような学

習形態でなければならない。

そのためには、学習過程の中に小桑団の目的を明確にした上で位置づけ、過程全体をとおして、児童

相互のコミュニケーションを大切にするとともに、児童相互が認め合い、はげまし合い、点検し補い合

_ヱfとによって、全員がわかる授業の創造をめざさなければならないと考える。

4)

体全村

両
方
作
っ
て
な
い

両方作っている

ど
ち
ら
も
作

っ
て
い
る
家

ど
ち
ら
も
作

っ
て
な
い
家

＼ ゝ /

村 体



盤量fi賞彪響畿轟 :奉 甕 盤量fi賞鶉警鰐路魏駐
違:∫ 慮しヽ惨⑬財哩鋳罠鍾彎″仄響曖畿斬轟号奪

・ど岬蠅=

…摯靱 藤…
餓木撃奮藉罐F≫な表

彎 よ ∴、歳

:

:三 i奪 な∬≫:還

:li、 電曇ξ.移 l筈嘩ヾゼ鋳襲薄斜鑢婁理寸も
:

職
°
導
護
檜瑾轟:こなく、

寧尋:菱無臨尋―畿陽ミ憮
f屹鯰鐸暑摩̂デ弩轟,攀

・輝餐難,夕∫
…弩鷺畿翼ンな驚舟

f鋳畿 肇炒辱f暴 票lメ千鐸鑽城畿

竃

窮皓篭轟:■曇鰺

:竃
菫曇雪[l
:    :

:瑾炉養萎羹:
鐸羹

i崖≧ :

・蛾
蟷
螂

一
　

，

　

　

，

::ギ罐蜂1機、

ζ ⅢⅢ騨 ,ヽ轟簾
l.島攀.

膨 :

苺稽 :

冬:

趾

暴
蔓
萎
菱
饉
訂

黍
桑
機ヽ
昨

:言 )、

義妻墓令}

ぎ癬黙繊曇質量饉象鷲蝙饉。電止庄輩荼琲う

」ざ ‐‐―………=…・――:士 毒 攀髪
重

‐

1轟
事

｀

1理毒 抒琴 萎
「葉 尋幸毒♪

輩 T島
:

亭 顧 無 ・ 癖 纂 孝 一
―一―
一
―一一一iぜ 菱 墨 謳 農 寺 策

爆 き護 義 ―――
‐
―
‐―一―
―
ふ ……》

≒ギト

守
封
曇
さ導
鋳
難



1E/Ss$qir4\g#,&s4$+rqdr#is1$*:i.iL1#!i;'r+4<'x':)'dn'i**{@!il.4i*rlrB'-'rri"r:':!,'r;:r":i'*'t

t.r , ff.?q "3 $; d '*' $&t ffi, -g .{ ;i 
-*u"&li ;i

姜還、1∴鑓}

露鍼懸,

■ :募  ::

警鐵鸞′

簿彗ナ員許 i鼻甍争

.L袋請畿'デ乳計睾鉾鐙iザ写曇.ぎ奪摯靱鐵攀F撻覇彙礼霙奉≧ミtiご :ご

黎蒙鑽 豪轟薯∫基誉トン、事曇は、議雛罐m、 眸篤麓:■ =:銭築き炸:難≒

諄糀董畿脅難憑卜1,許 ヂ雪ジ
ぷ議竜†雛 F

争警霞嚢導 母驀晏駆 難 で
'ダ轟 二y√警 夢 奪亀Fl蓄

i、 予 轟言■t(:Tキ 1環
・裏鋒菱li亀∴ ■喜:

おし:へ壽奏で |.1‐4篭 諄‐てヽ.`、 二 il:|

iギ 111i● II●ま姜詩‐1亀 ■″:I

,・・・・ヵ…

l斗 軍〆許苧…

Fktけ ,

「

ち
五
　

．纂
疑
ヽ

暮 ‐き ン`.
１
１
ｌ

ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
３́ｒ
ｌ
ｌ
・
１

・
‥̈

‘
ｉ́
‘
Ｉ̈
Ｉ
●１
・́―
一
●
‥
一
４
．１
、
４
．
〓
　
．
Ｉ
Ｉ
Ｉ

．．
１

１
‥
―
〓
１
１
．
ｌ

ｌ
ｉ
‥

::量 磐
尋 ４

，
事

'

一や
_墨_I

轟

　

ｆ

ユ諸

　

さ
）

要ヽ

　

Ｆヽ，

輿

　

ド多

員

　

ま
‥
一．

萎
.:亀

吻:轟舞
=ェ

争 f 恣 ミ 蔦甘乱、子
そヽ
鱗

隋 ソミン   ギ 蓼
"瑯
俳藉撃舞:‐ 鯵



奪鷲彗罐鏃轟斃裏輔 攣

肇鱗幸響珈 ギ鍮隆欝晰仁羮甕しヽ苺蠅 蝙饉響め靖

「

熱帯懇t可曇簿輔舞メ鱗

ギ菫=彎冬螂蟄 寺写鷲ドな畿ず守丸道÷ゃく率亀鍮攀灘亀=輻等鼈戚、彎 典

懸プ鯰下驚瀞韓構骰摯咤雉 機

な魃 藷鸞露許:《 貯畢錢%跛啄脩≫

鐵 義 ン釉珀
鷲
例 裁

巡 珊 鼈 礫 労

蔦t

覇了 幾ゝ蝙鼈臨:‡難轟き、 ::夕 ξ六攀哄琴智奪t 凰愧

壼不ざへ琴奄¥で R識鱒予ぎて, :尋K ⊥曇鐸晰雉装や穆て. ::褪

妻又貪、鼈駐饒鋳鶉八宦↑:ざ鯰キ尋キ 菫幸鶯 洸奢鼈銅義颯彫2 露枷

蜆酵fm踪
:m‐蝙∫鑓漑曖

ミ素二=質ぽ辱i中ヅ黒.l ギ攀導 霧シ華暴轟乳、
諸鏑
‐馘辮眈昔虞

睾量無1鉢鞍甕=靴

まず鎌=轟罐器

な
w｀纂鋤 聰

電
判     ノ
仄聾
∵魯≫

尋寛讐蝙 鮨誓ゴ亀♂誓曇了癸轟鼈禄節`キ:聾靱計露血鶉゛

予鱚菱電、議 事貞寺曇鶉F菱麦量鑢費鞣卑

ξ?瞑轟貨へ費嚢導電彙鸞鰭肇菱轟恣鍮彗・ピ褥夢事に発

・攀蒙輪 ≧彗寅茉諫鮨錯炉蛯裏尋軍轟馨ぐ
琴lζΨ曇毒

=竃舞わ警讃恣,「そ錢Ю彗揖ギ籍難隋鯰鰊畿

奪

難
Ｌ

黄予彗感、電琴鶴ヽ輻辟Fぞ≧

ども罐蜀へ宇電υゝ亀錢:ぎ、

ど≒≧{鑓旱争苺

竃轟

イヽ警:彎ミ尋乳鋒鋳癸 、 、早撃rttl亀義鰺象費詮≪串

考
琴乏j罫翼匁島轟筆 蔓 竜ヽ賛ギ菫琶竃導襄廷録卜F

m.A
鞣靱攀菱縦7餡 嚢制 ず奪磯、二写励轟参

事 百

“

鱚 恣 繰    '.ご 理

覇彗Ψ鑢詳チ暴雛響鐘がギ蔓挙爵え、皓亀鮨量・■幸 【ヽギ :

〒λ盤撃埒:導躇摯彗ざ笏藉警     ・   :



鋳 .騨 寧≪ギ :診 曙鋳轟ヱサ L智 警 :事埓機辣 なぐ彎釉写八抒σ督べ 11本 磯勝

犠亀暴覇鐘誦jミ 尋ます
.磐
Γヾ…計`・藁ゃ∬埋

ど1、 千鸞
1頌
凸 轟難 憚  準晏を く時

ρ象嘩 警増に、

輔 鍵骨警ず ず姜ξ璽号  集 聰

当辟欲鶉襲鍵蜆 、

ね「外轟テ具妻 .

ずゝでア義ご≧現肇亀鍵鐙鍮不颯心婁嗽颯教時、1《だわ諫 _ξ ttζ汎蠣轟争

録i`厄予デ真妻

なヽ な
以
鵞餡 饉 羮サ茫 酪 、雪懸苺

幾 母電熙手

褥 輪装裏欝饉蒻⑮炎徊蓼鶉辣睾蜆ド麟蜆
纂馨   騨鉤驚†勒 寺量I義

趙 鮭1曝塁事二夏グ・ミ鴛事T鮮:纂キ十仁 ヲlムぎずギ
ニ
:鐸蜜警事手:義ずシ轟ギ事J´ i t,ュ

隆鼻篭え孟鷲l暮 ≒董撃轟鎖躇
遣 鋼                        .

∫ざ離
轟警ゞ讐ft

暮鐸警蓄デ1きま

■等島,

導
畔

屹ゞ
.

翼fll

載 f

藁



第 6分 科 会

第 10回 全国バズ学習研究集会

学 習 課 題 と 評 価

広 島県 豊 田郡豊浜町立豊浜 中学校

橋 浜 正 人



1. は  じ め)に

本校がバズ学習に取 り組^ん だのは、昭和42年、今か亀9年前にな

ります。復習バズから始め、現在では、学校生活の金領域に
バズを

取 り入れるに至っております。

授業時FE5にバズ学習を取 り入れたのは昭和46年からでした。その

当時かな、学習課題と評価の重要性を認識していたのですが特に評

価の面での研究実践がとり残されてきたことを深 く反省しておりま

す。当時取 り組んだ学習課題の構造化一課題一覧表一は、どうにか

定着してきたようですが、評価については、これからの段階です。

このように充分な研究もおこなっていないのですが、課題一覧表

とそれに関連した単元・教材の評価を中心に述べてみたいと思いま

すので、先生方のご批判、ご幾言をいただきたいと思います。
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2学 習 課 題

0)課題について

各単元にはそれぞれのもつ課題がある。そ
の課題を自らの力でとらえ,解決の方法を探 り,

自分なりの考えを確立 してゆくのが理想であるがなかなかそ うは
いかない。

そのためには生徒 1人 1人が課題に対して問題意識をもって継続 して探求 し
ていける課題設

定が必要である。 この課題設定に関して教帥は常に課題
の精選に力を注がなければ当然授業の

中でのパズに発展が見られない。

1時間の授業の中で学習課題をはっきり持たせ, ど
'組
み立てていくかが重要な点である。

「何を」「 どこで」「 ど
のように」組み立て,集団の中でのかかわりをふまえてたてなくては

ならない。課題は準備1中′汎 確認の 3段階においている。課題を作成するにあた
っては,次

のことに留意するΦ

o目 標を明確につかむ。

・教材の系統をつかむ。

oと りあげる事物.事象をしllaる。

・ 生徒が主体的に取り組むことができるようなものである
こと。

・ 目標が高す ぎないかどうか吟床し
てみる必要がある。

中心課題に迫るために準備課題を設定 し,中心課題を解決 した後,知識の定着をはかり,次

時への発展を要素とする確認課題を設定する。

(2)課題一覧表について

ア。本校でのとらえ方

教材を構造化するためには,ま ず教材を分析 し,その中より学習課題を明確にしていくこ

とがら手がけなければならないcそ して, 1つ 1つの課題がどのような関連を持っているか

を把握 し,構造的に教材を再編成する。

このことは教材の精選をはかることに もなるし,ま た,生徒にこの構造化 したものを配布    ―

することにより,生徒は「 この教材で何を勉強するか」 という目標をつかみ,そのためには

「 どんな課題を解いたらいいのかJ「次の時間は何を学習するのかJを 理解することができ

るため,本時の目標・ 予習課題が明確になり,家庭学習の習慣イヒにもつながってくる。すな

わち,教踊だけではなく生徒にも教材を構造的に理解させることをねらっている。

本校ではこのようなある単元 (ま たは教材 )の中心課題的なものを精選して一覧表にした

際 題一覧表」を構造化として受けとめている。

最近では,時 々課題一覧表の配布を忘れていたり,遅れたりすると,「先亀 課題一覧表

は ?」 と言 ってくる生徒が多くなってきた。 ということは,生徒も課題■覧表をかなり活用

していると考えられる。
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イ.課題一覧表のしくみ

幹ろいろな形式が考えられるが,本校では一応次のよ

教科の特質があるので,教科により多少の違 いはあるし,

ともある教科では試みている。

(目 標 )        (中 心課顎 )

多な形式で実践している。 もちろん。

課題を発問形式にして利用するこ

(課題解次の手がかか )

―「   |

ウ.課題一覧表の作り方

先ず単元について行なつへ 可ヽ単元にするかは指導時数と内容のまとまりを中心に決定す

る。うまり, 20時 FEDと か 30時間かけて学習する単元を一覧表にすると,内容が多すぎて

構造がつかみにくくなる。できるだけ蔓O時間以内で扱える教材のひとまとまり(小
単元 )

について一覧表を作成することが望唆じ眸。しかし, 2◎ 時間以_Lも かけて扱
'―

m_元の構造

化も必要であり,それはEllの プリントを用意して説明しなくてはならな静。

さて警単元 (ま たは小単元 )が次まったら,その目標を設定する。餞標は生徒に理解でき

るようなわかりやすい言葉で表現する。その目標をどのような課題の設定によって達成させ

ていくかということで中ノ心課題を目標の右側に羅Fll表記する。これは轟標から見れば分節課

題であるけれども,一時限の授業の中心となる課題に験るので中心課題と静つ表現を用いた。

そして,その中心課題を解次して眸く手がかりをその右側に設けた。これは,教帥の領Jから

考えるとその課題解決の援助として嚇嚇が発間と考えて酔るo

工.課題一覧表を生徒にどのように与えるか。

新しぃ単元に入る前に課題一覧表を作成魏 単元に入轟最初働時間に生徒
に配布 L書 説明

をする。説明の前に一覧表に基づいた論述式のテストを行なつと肇豊徒はほと
んどできを機

であろう力ヽ その時「 このテストが完全にできるようにこ
れから勉強じ底ラ』と喜ってやれ

ば,島覧麺 効果も倍増するであろう。

配布後は中心課翻 一つ一つを解決しながら学習方法を身に
つけて酔《わけてある。毎時

―-3-―
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間一覧表を使うわけであるから・

させることが大切である。

ノー トにはりつけたり, フアイルにとしさせたりして持参

単元「器械運動 tと び箱運動 )」

―-4-―
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2年 社 会科 ・ 歴 史 課  題 覧  表

〔奉心課題〕

ヨーログパ人の渡来は日本

に何をもたらしたか

単 元 「封建社会の確立」

〔課題解決の手がかり〕

ポルトガル人はいつ日本へ来たのか
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力.課題一覧表についてのアンケー ト

質 Fn5 答 えヽ %

1.課題一覧表があった方がし
いですか。 は

79。 4

どちらともいえない 17。 6

ない方がいい 3。 0

2.あ なたはどんなところで利
用していますか。

授業の最初に学習内容や目標を
知る。

41.9

授業の途中で課題解決の手がか

りを参考にする。
25。 8

家庭学習で 74.1

単元の最初に単元で学習内容を

知る。
12.9

不U用 しない 8.8

3.いつも (毎時間)学校へ持
つてきていますか。

いつも持ってきている 58.8

レ
Ｃ きどき持ってきてぃる。 26.4

持ってこないで家へ置いている。

途中でなくす。 8。 8

4.配布されたらどこにおいて
いますか。

ノー トにはりつける。

ファイルにとじる。 2.9

教科書にはさめておく 70.1

ノー トにはさめておく 14,7

机 (学校の)の中においておく 5。 9

そ の 他 14.7
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答えの内容分析

1.課題一覧表があった方がいいですか

2っ あなたはどんな所で利用していますか。

-7-

答 えヽ 内 容 分 析 %

|よ

単元 0教材でどんな勉強をするかよくわかる。 62.9

時間、 1時間の目標や勉 3象内容がわかる。 62.9

予習や復習に便利である。 40.7

どちらとも

い え な い

あってもみない。 (利用しない ) 66.7

どうせ勉強がわからない 50。 0

すぐなくしてしまう。 33.3

な

　
　
い

い 方 が

しヽ

見るのがめんどうだ。 100.0

どうせ勉強がわからない 100.0

なくしたら先生にしかられる。 100。 0

答 えヽ 内 容 分 析 %

家庭学習で

予  習  に

復 習 :こ
9.5

篠  題  は 35.7

テス ト勉 ]姦‡こ



キ.ア ンケー トについての考察

学元・教材の最初の時間に課題一覧表を配布し、単元・教材目標と、その単元・教材で学習

する課題について10分～20分かけて説明している。同時に、ノー トかファイルに閉じておくよ

う指示してきた。

その後の使用は、各時間の最初に目標・課題の確認として、教師が読んだり、生徒に指名し

て読ませ、板書した。また、予習の意味で課題解決の手がかりを家庭学習でやってくるように

指示し、次の時間欠かさず′点検を行なってきた。これは、本校の生徒が家庭学習の習慣化がで

きておらず、宿題だと言って点検しないと、予習してこないからである。

○アンケー トについての考察

全搬的に見て、生徒は課題一覧表の必要性を感じ、利用していると言える。しかし、 2の

「どんな所で利用していますか4と いう質問に対して、家庭学習が庄rll的に多く、その中で

も、「宿題に」が85。 7パーセントを占めていて、「予習に」が 0パーセントだということは

生徒が自主的に利用しょうとしているのではなく、教師の徹底した指導により、除々に定着

化している段階にあると思われる。このアンケー トの対象が 1年生だという所にも原因があ

るだろう。

また、同じ項目の「授業の途中で課題解決の手がかりを参考にする」 と「単元で学習する

内容を知るむが少ないのを見ると、教師が課題一覧表作成の時に、日標一中心課題一課題解

決の手がかり、の関連をもっと具体的にわかりやすくする必要があるし、単元・教材の最初

に充分説明しておく必要があるようだ。

304の 項目については、今まで指示しただけで点検しなかったことに起因している。こ

の問題は、課題一覧表をノー トに添付させることによつて解決できる。

このアンケー トから、我々教師が、まだまだ充分に活用してないことを反省し、今後活用

範囲を広げ、習慣化していくことによって、生徒の自主的な活用態度を生みだすことが可能

だと考える。

3.評  価

評価は目標がどの程度達成できたかという度合を調べるものであって、評定したり、順序

づけたりするもので1ま ない。だから、学習課題と密接に結びついていて、決して切 り離して

考えることはできない。また、点数で評価することは、生徒に優越感や劣等感を植えつけ、

しいては、人間関係をこわすことにもなりかねないので
｀
避けるべきである。
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評価にもいろいろな評価方法がある。まず評価するのが誰かによって分 |す ると、教師が生

徒の学習における理解度・態度を評価し、指導の欠陥がどこに現われているかを反省する場

合 と、生徒自身が、自分はどこをなぜまちがったのか、わからないところはどこかを
llk確に

させ、自己反省の材料とする、自己評価 とになる。むろん、どちらの評価を行なったとして

も、ただ単に片方の評価だけに終わることはない。

次に評価範囲により、各授業ごとの評価と、単元・教材にまとめての評4面が考えられる。

どんな評価をするにしても、バズ学習が認知 と態度を目標に掲げているのだから、この両

面の評価をしなくてはならない。我々教師は認知面の評価のみに陥りやす く、態度面の評価

は主観によって済ませてしまう傾向にある。生徒は案外教師とは別な感じや意見を持ってい

るかもしれないのに。

(1)授業時間における評価

特Ellこ れといった形式をとって評価しているわけではないが、認知と態度両面の評価を

ノら`がけている。

認知面では小テスト形式 (ペーパー・質問など)

してしヽる。また、態度面では、主観による評価がほ

こともある。

いずれにしても、各時間の評1画は必要であるが、

と時間のないのが現状である。

一―や一

0班内のバズや実技などによって評価

とんどだが、質問形式の評価を試みる

形式化して毎時間評1画するだけの余裕



実
　
　
〈
課
題
〉

例 ①〉 ―― 確認段階で 一二

ホウ酸と硫酸銅の混合物の溶液からこの 2つの結晶を別々に

とり出すにはどうしたらよいか。

腕立て開脚とびでとにかく全員がとび越せるようになろう。

(と び越せることを目標 )

課
題
に
対
し
て

（認
　
知
）

一
能
〔　
　
　
度

習練

〈問題など〉

1。 開脚とびの運動はどんな要素から成り立っているか

(助走、踏み切 り、手のつき、空間姿勢、着地 )

2.と び越すために必要な要素は ?

(助走、踏み切 り、手のつきの 3要素 )

3.3要素の正しいこなし方を考えさせながら練習バズをさせる

4。 できる人とできない人との比較

〈質問事項〉

1.班で協力できたか

2.健康・安全に留意できたか

3.ルール、マナーを守って練習できたか

-10-

〈
評

イ画

去目(体

〈
課
題
〉

〈
評

4面

課
題
に
対
し
て

（認
　
知
）

〈問題など〉

○硫酸銅とホウ酸の溶解度曲線より、ホウ酸と硫酸銅の混合物の溶

液を冷やして、ろ過し、ろ紙上に残った沈殿は何か。

○その時のろ液は、どの様な状態になっているか。

○結晶を一度溶媒にとかし、ふたたび結晶としてとり出すことを何

といつか。

能
〔

度

か

〈質問事項〉

○授業に真ellに とりくんだと思う

○授業の内容は、よくわかったか

先生が以上のことを口頭で質問し、西洋紙に書かせる。



く実 伊l②〉 一― プリント学習 一一

物  化   2学 年 ( )組  ( )班

P172目 に見えない粒子の運動

【学習の目標】

*,& ( )

顕微鏡下でブラウン運動し発表す
る。

○水の粒子が運動していることを、
ポスターカラーによるプラウン

運動から推論じ説明できる。

(1)ポ スターカラーを水底
へ入れるとど壽なるか。 (自 分

の予想した通 り書こう。)

A  B  C
I   !   !

そのとき水の粒子やポスターカラ
ーの粒子はどのよ

1)予 想

うは状態にあるだろうか。

A  B  C

2(顕微鏡で観察する。

ア)計画を立てる。どのよ

ィ)顕微鏡を扱う時にもつ

ゥ)観察結果を説明せよ。

うな順序で顕微鏡を見るとよ
いか。

とら注意しなければいけな
いこと。

(どのように見えたか。)

A  13  C

A  B  C

今 予 ?

___ バ  ズ ーーー

(3)○動いていた粒は何だろう
か。

(          )
oその粒を動かしたものは何だろうか。

(4)ブ ラウン運動についてまとめよ
う。

(5)水の中に墨汁を入れるとどう
なるだろうか。

(墨汁の粒はどのように動 く
か。)

※ 自己評4面について
A・…・・うまくいえた (できた)

A  B  C
t   l   l

A  3  奪

バズ‡こ積極的で心づえが

A  tt  C

c――悪かったB… …ふつ つ

-11-



実

Ｆ↓

Ａ

削
時
の
復
習
〉
ｔ

　

Ｊ

〈一則
時
の
評
価
〉
ｔ

例 ③〉 一一 第 3学年代数授業記録よリ ーー

T この前のプリントの答えあわせをしたいと思います。12問 あつたが 8番までね。

S(8人の生徒がさっと前に出て解く。)

T(机間巡視をしながら問題をやってきているかどうか確認 )

T ざっと答えあわせをしてみましょうね。

(1問ずつていねいに説明を加えていく)

T 6間以上正解の人

S ハーイ。 (約 8割の生徒挙手 )
T 質問ないですか ?

S 全間正解
T やってみましょうか。全問正解 ?

S ハーイ。 (約 7割の生徒挙手 )

T 今 までやった問題、 1番か ら 8番 までみてごらんなさい。 Xの係数は全部、何だ ?

S 偶数。

T うん、偶数なんだね。

S(各 自でノー トにこの問題を解 く。)

OX生 5X=3と 移行して考え込む生徒。

○ (X-2.5)2=3+6。 25と 小数で解いていく生徒

○(x_‐ )2=3++と分数で解いていく生徒。

以上三通 りの考え方をしている。

できたみたいだから、班で答えをつき合わせ、自分でやったのを説明してみて下さい

(あ る班では )

ズ  〇小数で解 くのと分数で解 くのとどちらがいいか話し合う。′
L :量311][i鷲 [曇傷;、 L菫畠01「T]し

たりしている。

√
~:(I夕

i曇 :】繁また11轟 Il;出
てやってみて下さい。

一-12-―一

難
題
提
不←

ψ
~

課
題

今

l~

イ固
人
思
考
Y
諄

Ｔ

　

Ｓ

√

〈
バ

じゃ、本を見ないでこれを考えてみて下さい。

X仁 5X-3=0(板 書 )
まずノートに自分でどこまでできるかやってみなさい。
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い
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資
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麟
“
磁
ね。減
れ
分、数
ｏ講
中
〔
一″嘘
一

で

ヽ

ん

だ

何

え

半

立

薇
ゴ
馘
醜
姫
抑
如
拗
慮
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耐
①
Ｘ
伽
檄

行
　
　
　
　
何

係

Ｓ

　

Ｔ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｓ

ＴＩ

Ｉ

Ｉ

女

課

題

解

決

の

方

法

説
　
明
　
〉
Å↑
―
―
―
―
―
ビ
ー
ー
ー
ー
ー
ｌ
ｈ

か 言 を不多

れ何 Xの

T 小数でやった人いるんよね。

ここ号を考える時2.5と 考えたんよね。

そうすると、この式はX-5X+6.25=3+6.25 で計算していくと (黒板に順序よ

く解いていき)Xのあたいは、2.5±馬霧

ここで比べて見て下さいね。

どちらが簡単でより美しいですか ?

よりわかりやすいですか ?

s 分数 .ノ  /1.数 .ノ

T 君たちは小数をつかったらわかりやすいと思っているけどね、あとのこと考えたら

分数でやった方が楽なんだね。なぜ分数でやった方がいいかと言うと、この次に公式

というのが出てきますね。その時に説明しますかられ、これに慣れて下さい。

『 Tる負[『里チζ喜ム3醤露Lttl:軍ζ二[ね
°あれをやつてみ

I下

さい。やってしヽ

警 質問ある人は手をあげて聞いて下さい。
・
ls(」番詈嘗憬よillittlttillり

解`らない生徒に説明する。)
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きょうの学習についての自己評価

②x2・ ax-2=O  ③X2.4X+2=0
⑤X午 61X-1=o  ⑥x社 6X+3=0
③X生 8蹴 +7=O  ⑨Xtt X-2二 〇
⑪X生 3真 =4    ⑫X2_5X-2=0

〈プリント①～⑫の問題〉

①x2_2X-1=0
④ x2_4X-3=0

⑦x2_8X-9=0

⑩x2.x_2=0

教 師 の 反 省

ゝ     時間中に行なった問題ができていない生徒への指導のあり方を考えてゆきたい。

Xの係数が奇数であるため分数がでてくるが、そのために解法の手順はすべてあっている

が、分数の計算がしっかりできないために誤答となった例が多い。

-14-

卜酉己布 して自己評価

評 4画 項 目
解
⇒

正
篠

解
が

誤
級

方
程
式
を
と
き
な
さ
い

x2- 5 x- 3 - o 61◆ 1% 38。 9%

X2+7X二 5=0 55。 6 44.4

X(X-5)=-5 52。 8 47。 2

次
の
各
項
目
に
つ
い
て
答
え
な
さ
い

計算の方法が理解できましたか 62.9 37.1

これまでに習った方程式がどけるようになりましたか 57.1 42。 9

直観的な判断ができ応用できるようになりましたか。 37.1 62.9

この教材は興味があっておもしろいですか。 50。 0 50。 0

予習をしてきましたか。 (プ リント⑨～⑫の問題) 40。 0 60。 0

復習をしてきましたか。 (プ |リ ント①～③の問題) 57.1 42.9

忘れ物はなかったですか 80.0 20◆ 0

意欲的に発表し、質問する気になりましたか。 32.3 67。 7

必要なことはノー トに書きましたか。 6S.5 31.4

自腎ね らヽ進んで話 し合いに参加 しましたか。 54.3 45。 7

積極的に手を上げて発言しょうとしましたか。 20.0 80.0

意欲的に学習し、先生や友だちの説明をよく聞きましたか。 79.4 20.6

つ
θ 真tllな態度で授業にとりくみましたか。 67.6 32.4



(2)単元・教材の自己評価

毎時間の学習をつみ重ね、 1つのまとまりとなったものが単元
・教材であり、評4面する

時期としても適当であるため、今まで多く使用してきた。し
かし、今までのは、教師の評

価であり、生徒自身の評4面がなされておらず、また認知面
だけの評4面、すなわちテストで

あった。          、

この点を反省し、次のような観点から自己評価表を考えてみた。

○学習は認知と態度の両面で成り立つのだから、当然この両面
の評4面 をおこなうべきで

ある。

O学習の流れ (個人思考→バズ→個人思考 )に そつたものでなくてはならな
い。

oフ ィー ドバックできるものでなくてはならない。

f     ё課題一覧表と関連づけるべきである。

oテ ストは点数で評価すべきではない。

○本校の生徒はよく「何を勉強するのかわからな
いJと か「勉強の方法がわからない」

と言う。そこで家庭学習内容、すなわちテスト内容を明確に示す
ことによつて家庭学

習の習慣性をはかりたい。

oバズは班員の入FEE関係が大切であるので、他の班員についての評1面 も組み入れ
たい。

このような観点にたち形式化していったわllであるが、まだ実践も浅 く、充分な検討

ができていない。

一一lS一一
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材)使 用 方 法

まず、指導計画に組み入れておき、教材の最後の時間、10分から20分程度でテストを実施する。

① 課題一覧表 。授業にそったテスト問題を作成する。

② テストを分析し、家庭学習 4テスト内容の頭に書き込む。

③ フィードバ ソヽクの矢部をつltる 。
④ テスト前日までに評4面用紙を生徒に配布し、テスト結果だけを残し、他は全部記入さ

せておく。

⑤ テスト実施 (生徒は評価用紙持参)
⑥ 終了後、すぐに教師が答えを言い生徒自身でまちがった問題にチェックをつけさす。

あるいは、教師が問題用紙を集めてチェックする。

⑦ 生徒が自分でテスト結果の欄に記入する。
③ フィードバックの矢二「をたどって満足できなかったFEl題の自己反省をする。~    
⑨ 反省の欄に記入し、もう一度学習しなおす。
⑩ 評4面用紙を集め、教師が点検し、教師の反省資料とする。と同時に、生徒の指導に利
用する。

―-17-一‐



実 践

国語

夕J

移}

〔申心課題〕

作品の時代・作者につ

いて調べよう

教材 「おたまじゃくし」

表

(北 杜 夫♪

〔課題解決の手がかり〕

鮭見題課

〔
教
材

の
目

標
〕

ｏ
小
説

の
お
も
し
ろ
さ
を
発
見
し
、
読

み
の
世
界
を
広
げ
よ
う
。

ｏ
「
少
年

」
と

「
男

」
の
言
動
の
違
い
を
通
し
て
、

人

「少年Jと「男」の話
しぶりゃ行動はどのょ
うに違うか

゛
また、そ

の違いはどこから生ま
れてきたのか考えてみ

よう

作者は「少年Jと「男」 「男」が「少年」
に対 してどんな気持ち
をこめて描いているか

'X?/|:'iH+ " HH Dr,n'brsL'# aef;+*.*i
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つ 最後の七行には作者の

どんな気持ちが表現さ
れているか

「おたまじやくし」と
いう題名はどんな意味

を持っているのだろう

‐
Ｆ
‐

しヽ るか。

「男Jを見る「少年」の目と作者の目はどのよ
に違うか。

た内容を思ぃ饉

それに対する周囲の人 々の目
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〔日華事変 〕0太平洋戦争・五 。一五事
二六事件などについて調べよう。 (百科

辞典 .小学校の教科書 .中学 2年の教科書等を参
照 )

0北杜夫の人と作品にっいて (本の解説など♪
藤茂吉について調べよう。

o「小さな戦争J。 「大きな戦争」はそれぞれどん
なことをさしてぃるか。
O両者の死に方の違いは、なぜ「むかしの戦争ごっ
こと似たような」のであろうか。
0こ の七行で作者は何を言おうとしているのだろう



【おたまじゃくし】テ ス ト     ー年 ( )組 ( )番  氏名 (    )
l―l 新出漢字を中心とした読み

①うつ伏せ  ②幻 想  ③猛 烈  ④爆 発  ⑤退 却  ⑥便々と寄食
⑦沼 地  ③卑 屈  `◎少 尉  ⑩占領する
0書 き取り

①射撃を (  )す る ②竹の棒を ( )る ③ (  )な 表情 ④少年は (  )し た
しんち      そんがい ととの         びさぃ

⑤敵の (  )⑥ (  )が大きい ⑦けっこう ( )っ た顔 ③ (´ )な表情

⑨ ( )れ っぽい声 ⑩ (  )に 似た声

国 意  味
―´  ① P1582 2い くらなんでもずうたいが大きすぎた。→

② P1592 12あ からさまに不安げな声で問い返した。→

③P1652 7栄養失調でよろばい死んだ。→

回 次の会話文に「 」をつけなさい。また、それは誰が言ったことばですか。
○その代わり、なんだよ、と男は卑屈に近い声を轟した。採集の時|ま、ふななんか取ってち

ゃいけないよ。食用がえるのおたまじゃくしだけを取るんだよ。(  )ヵ 言ゞったことば。
O P 169「 うむ、決死隊もいかんな司← (  )が言ったことば
「どうして ?」       (  )滑 言ゞったことば

「ソンガイが大きすぎる」――→ (   )が言ったことば
「だって、初めから死ぬ覚悟だもん。1→ (  )が言ったことば

鶴
∬ 暫∫∫ピど

ででヽ男と少年の戦争ごっこに対する熱意の違いがよくか るところを

(男 ) (参年 )

閑  P165の 最後「むかしの戦争ごっこと以たようなものであった頓 と為るが繭者の死に方とど
こが似ていたのですか。

死 に 方 の 違 ぃ おかしの戦争ごっこ

男

少

年
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6.バ ズの時の班内における態度の比較

(ア )

班  員
自 分 自身 班内の他の人

a(男 ) A A A A A A

b(男 ) A A A A A A

c(女 ) C C C A A A

d(女 ) B B A A A A

(イ )

自 分 自身 班内の他の人

e(男 ) B A A B A A

f(男 ) B B B B A 轟

g(女 ) A A A B B B

h(女 ) A A A B A A

〈自己評価についての考察と反省〉

1.全搬的に見て、Bに OF「 をつけた生徒が多いのは、気軽に印をつけられるのと実践が浅い

ため、生徒も自分の評価基準がつかめていないからだろう。評価をしている時「先生」Aと

Bの 中間ぐらいはどちらに○印したらええん ?」 などの質問が出たことからもうかがえる。

2.個人思考の項で、課題 (認知)と 態度がはぼ同じようなパーセントを示している。これは

課題と態度の相互作用の現れだと受け取る:

3。 課題についての系統は、 1の課題 1、 2の課題 1、 3の 3と なる。 1の項では20。 6パーセ

ントもわかっていない生徒がいるのに、 2の項になると5.9パーセントに減り、反対に、よく

わかった生徒が約 2倍の35。 3パーセントと増している。これこそバズ学習の効果の現われで

はなかろうかも

次に理解度についてみると、 1の課題 2と 2の課題 2に なるわけですが、 2の項のCが 0

パーセントになっていることから、個人思考では、理解できなかったと判断したが、バズを

する中で、自分のやったことも少しはあっていたのだという満足を持った現われであろう。

授業中のバズは教師から見ても活発で楽しいものであった。その現われが 2の態度 3、 3

の 1の結果である。

4.テ スト結果の項をみると、漢字の読み書きと意味ができていない。これはいずれも覚えな

ければならないものである。   l
家庭学習の平均36分でわかるようにk当然の結果と言えよう。意味の項は、授業に簡単にふ

れた程度で、あとは自分で調べてお―くようにしたためにあのような結果が出てきたのだろう。

今後、授業でおさえておく必要がある。

これらの項目に比べ、会話文の区別と読解がよく出来ているのは、授業中にだいたい理解

できていたからであろう。ある生徒は反省の欄に次のように書いてある。「ぜんぜんテスト

勉強をやっていない。授業中だけまじめにしたdと 。この生徒の自己評価は上から順に、B
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、 B、 B、 A、 A、 Aと なっている。このことからもうかがえる。

5.6の 171を みると「この班は男子が活発で女子が消極的である」と言える。その中でも特に

Cは、自分以外の班員は活発に楽しくやっていると思いながらも、自分は班内にとけ込んで

いけないのだろう。他の班員は Cも協力して楽しくやっていると見ているところからすると

Cに個人指導する必要がある。

6の

“

)の班は(3)の班 とは逆に女子が活発に
lサ ー ドしている。班内の他の人の項の 1が全員

Bに なっているのは、男子の積極的参加が欠けていることを全員認めているからであろう。

〆    以上のように考察してみると、…・・・…

○課題一覧表の中心課題と課題解決の手がか りをもっとわかりやす く具体的にしなくてはなら

1      なヽい。

|     ○自己評価を続けていくことにより、家庭学習の必要性を生徒に気付かせる。

|     ○個人的なア ドバイスや、班内でのバズの項についての話し合いを持つべきである。
:    このような反省点がでてくる。

1   5。 お わ りに
:     基礎学力が低 く、離島でムるため文化の影鰺か心とり残された本校の生徒に、学習意欲を持た

|    せるためには、どうしてもわかりやす く楽しい授業を経業を倉4造 しなくてはならない。

.    そのためには、具体的でわかりやすい課題と、自分のつまずきに気付き、自分でそのつまずきを
ダ    克服していける評4画が必要です。

1     校内における日ごろの取 り組みをまとめてみましたが、研究実践も残 く、充分な成果をみるに

1    至ってないことを深 く反省し、今後は、新続ヒ′た研究実践活動を続けてしヽきたい。
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